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インスタグラム、

随時更新中です 

昨年 12月 7日、郡山市で社民党・福島党首を迎え

て「社民党政治学習会」が行われました。 

「高市内閣の本質」をテーマに講演した福島党首

は、就任早々の高市首相の台湾有事に関する“存立危

機事態”発言について「明らかに憲法違反であり、た

だちに撤回すべき」と話されました。また、医療費の

４兆円削減の一方で、大幅な軍事予算の増額が進めら

れる中、私たちの生活がますます脅かされている現状

など、今起きている諸問題について学習しました。 

 

昨年 12 月 14 日（日）、東和町文化センター

において、福島県手話サークルの「文化フェステ

ィバル」が開かれました。 

小学生の素晴らしい手話表現や仲間のスピー

チに感動し、また私たちが手話コーラスで披露し

た“バタフライ”という曲に会場が大いに湧い

て、とても嬉しかったです！ 

 

2026 

あけましておめでとうございます。 

皆さまにおかれましては幸多き新春をお

迎えのこととお慶び申し上げます。 

 昨年１０月２１日、高市内閣が誕生し、連

立を公明党から維新の会に乗り換えて、議

員定数の削減や憲法改正、スパイ防止法

の制定、さらには武器輸出の緩和に意欲を

示しています。また、石破政権が打ち出し

たコメの増産から新政権では一転して減

反推進に逆戻りしたことで、またしても主

食が脅かされる懸念を抱かずにはおられ

ません。 

 このような課題を受け止めながら、日々、

市民の皆さまの生活に密着した問題に耳
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三浦由美子 

を傾け、継続して議会

質問に挑み、市政に反

映させるよう努めてま

いります。 

 今年もどうぞよろしく

お願いいたします。 

 

く
ら
し
の
声
に
丁
寧
に
向
き
合
う
決
意
新
た
に 

１月４日（日）、駅前通りで出初式が行われました。 

昨年、他都市で大規模火災が相次いで起きました。

私たちも火の元に十分気を付けましょう！ 
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２月７日（日）福島テル

サで、吉沢亮さん主演の映

画「ぼくが生きてる、ふた

つの世界」が３回（10：30  

14：00 、17：00）上映

されます。 

私と同様、両親が聴覚障

がい者という環境で育っ

た子どもの葛藤を、繊細か

つリアルに描いた作品で、

皆さまにもぜひ観て、感じ

ていただきたい作品です。 

ご希望の方はご連絡く

ださい。 

 



体を対象としたヒアリングの実施、市と介護事業者の継続的な会

議体の創設、さらには国に対し介護報酬の早急な改正を求めると

ともに、自治体独自の支援、対応を図ることが重要との立場で市

の考えを質問しました。 

これまで訪問介護に関する質問を3回してきましたが、今回、

健康福祉部長より「事業者間のつながりや行政と話し合える機会

づくりの必要性を認識し、福島市訪問介護事業所連絡会（ 仮称）を

設立する」との、一歩前に進んだ答弁がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

■（質問項目（■ 

1（今後の市政運営について 

2（第 7次福島市総合計画について 

3（共生社会の推進について 

 1）「東京2025デフリンピック」について 

 2）福島市障がい者計画と手話言語条例について 

4（福島市地域福祉計画について 

5（訪問介護の現状と課題について 

国会議員から地方自治体の首長に転身された新・馬場市長に、地

方自治を担うにあたっての基本的な考え方と併せて、馬場市長が

選挙中に掲げきた「まちづくり基本ビジョン」を念頭に、福島市の

未来像をどのように描いているのか、質問しました。 

答弁に立った馬場市長は、新しいまちづくりの方針は『次世代文

教都市』であるとし、「文化・教育・人づくり」から始まる豊かな

経済都市をめざすと述べました。また、最優先課題は駅東口再開発

事業であるとし、現状を客観的に「見える化」するデータ行政の確

立、市民との対話を行う「未来戦略本部」の創設を通し、（「市民目

線のまちづくり」をめざすとの考え方が示ました。 

また、基本方針として「医療・福祉・移動の自由」を充実させる

こと、教育の質の向上と併せて「給食の無償化」など、子育て世代

の負担軽減策を進めていくこと、環境破壊につながるメガソーラ

について法律の制定を国に強く働きかけていくことなど、多岐に

わたって抱負が語られました。 

 

 

 

 介護報酬のマイナスなどによる経営

不振で訪問介護事業の倒産が全国的に

相次いでいる中、福島市の介護保険事

業における訪問介護の位置づけ、訪問

介護事業の経営概況と併せて、全事業

昨年12月10日、馬場市長が就任あいさつで打ち出した、現在策定中の

第7次福島市総合計画を（「新たに作りあげる」ため、100日間以内にデー

タブックを作成すること、そのため第6次総合計画を1年延長するとの提

起について、懇談会やワークショップで市民の意見を集約し反映させる形で
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● 新・馬場市長が考える福島市の未来像に

ついて質問した際、『次世代文教都市』を目

指すために、「人づくり・まちづくり・未来

づくり」に重をおき、人が安心して住み育

ち、まちで挑戦の文化を根付かせながら、未

来に向けた責任ある政策をしていくことで

あると答えられました。 

大変頼もしく力強い言葉ではあります

が、何度聞いても具体性が見えてきません。 

これから始まる未来構想に向けて、まだ

まだ期待と不安が入り混じっていますが、

今後、市民が期待するような教育や福祉、高

齢者への施策展開が具体化されるよう、注

視してまいります。 

 

● 昨年、９月定例会議で介護事業所のヒア

リングに関して質問した際、「８２事業所の

うち７事業所でしか行われなかった」とい

う答弁だったことを指摘しましたが、その

少ない中でもさまざまな意見があることか

ら、「 仮称）福島市訪問介護事業所連絡会」

の新設を決めたと答弁がありました。 

現場の生の声を聞く画期的な試みである

ことを改めて評価するとともに、2026 年

の介護報酬の臨時改定案を見守ることに終

始するのではなく、福島市独自の先進的な

取り組みが急務と考えます。 

 
皆さんの傍聴に 

大変励まされます！ 

デフリンピック会場となった J ヴィレ

ッジ 楢葉町）にて 

昨年11月15日から 26日まで、聞こえない（・聞こえにくい人の国際ス

ポーツ大会「東京 2025 デフリンピック」が開催され、会場となったＪヴ

ィレッジでも、子どもたち、学生の団体が観客席から声援とともに手話の応

援「サインエール」を送る姿が見られました。 

昨年の9月定例会議で、「福島市の子どもたちが手話を使ってスポーツを

する選手の姿を見る機会を作ってはどうか」と提案し、市から、デフサッカ

ー選手の合宿見学や試合を観戦する授業の実施に前向きな答弁があったこ

とから、今回、デフサッカーの合宿見学に参加した学校数を質問しました。 

市民（・文化（・スポーツ部長の答弁では（「学校単位の参加はなかった」との

ことですが、保健福祉部長からは（「デフリンピックを契機とした手話の講座

や講演会などの取り組みをレガシーとして、互いに尊重し、支え合う共生社

会の実現に取り組んでいきたい」との発言がありました。 

進められてきた経過から、（「行政の継続性」に対する市の見解と見直しの理由、今後の進め方について質問しました。 

これに対し政策調整部長より（「これまでの経過を尊重しつつ、第7次総合計画の素案を踏まえた磨き上げに向けて

検証には客観的データが必要」との考え方が示されました。また、馬場市長からは、（「データブックによる客観的デー

タを土台にして磨き上げに向けて議論を深めていく」とする一方、「市民のワークショップを改めて開催する考えは

ないが有識者懇談会を段階に応じて開催していく」との考えが示されました。 

また、デフリンピックと併せて手話施策推進法の制

定による共生社会への意識の高まりを背景に、現在の

手話言語条例の不足している点を補う改正や手話通

訳者の適切な人材確保について市の所見を伺い、健康

福祉部長から（「いきいき共生推進員会」において意見

を伺っていきたいとの答弁がありました。 

  

 

 

福島市地域福祉計画策定のために実施された市民アンケートで、

「健やかで安心して暮らせる地域生活の構築 21.5％）」が最も重

視されている一方で、その実現に有効と考えられる「地域推進組織

づくり」が、福島市地域福祉計画2026骨子では触れられていない

ことから、市の考えを質問しました。 

これに対し、健康福祉部長より「現在、計画は策定中であり、ア

ンケート結果を総合的に勘案しながら引き続き検討を進めていきた

い」との答弁がありました。 

 


